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［名大教育方法：授業分析０９］
名古屋大学教育学部
教育方法学講義II　-授業分析と教育の科学化-
第９回配布資料

質的な授業分析への量的手法の統合の可能性
ー逐語記録の量的分析ー

１　逐語記録に対する量的（定式的）なアプローチ

｜
を試みる．

　逐語記録には，誰が何を発言したか，すなわち発言者と発言内容が時系列的に記されて

いる．そこで，ここでは発言者・発言内容・時系列の３つの要素が，分析手法にどう関

わっているかを問題とする．

　まず第１の観点は，逐語記録のどのような要素を分析に用いているかという観点であ

る．また第２の観点は，結果にこれらの３要素が残されているか捨象されているかという

観点である．すなわち元のデータ（授業逐語記録）から，手法の適用によってどのように

情報が縮約されていくかを問題としている（図2 - 5 - 1参照）．

　これらの観点から各手法を整理したものを表2 - 5 - 2に示す．

　ただし松原の「構造化逐語記録作成法」は，これらの観点から他と比較させることがで

きないため表には挙げていない．また，量的手法として開発されたものではないが，2 .4で

述べた発言表はこの観点から比較可能であるため表に挙げた．以下，この表を説明する．

　まず，「分析に用いている要素」の「発言者」の列には，発言者の個別性を考慮して

データを用いている場合は「発言者別」（①，⑩，⑪），教師と子どもの別だけに着目し

ている場合は「Ｔ／Ｃ別」（②，③，④，⑧），逐語記録中の発言者のデータを用いてい

ない場合には「×」（⑤，⑥，⑦，⑨）と記した．
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図2 - 5 - 1　分析手法の構造的把握のための観点
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｜　
らのうち特徴的なのは，授業の進行にともなうエントロピーの変化のグラフ化である．大

谷・松原が授業全体に対してエントロピーを計算したのに対し，授業の時間的経過にとも

なう語の多様性の変化（この研究では漢字を単位）に着目している．横軸を時間，縦軸を

その時点までのエントロピーとしたグラフ，および，横軸を時間，縦軸をその時点から

遡った漢字２０字の中で計算したエントロピーとしたグラフなどを作成している．

　また，計量を行なうものではないため量的手法に含めることはできないが，コンピュー

タを用いて逐語記録に定型的な処理を加える手法として，松原（1986）の「構造化逐語記

録作成法」がある．これは，逐語記録を文単位に区切り，各文に対して，前文との接続状

態にもとづいて「Ｐ：順接，Ｎ：逆接，Ｉ：転換・割り込み，F：復帰」のカテゴリーに

よってコードを付す．このデータをコンピュータで処理し，逐語記録を構造化して表現す

るものである．

2.5.2　各手法の構造的把握
　次に，以下に示す観点を設定することによって，以上にみてきた各手法の構造的な把握
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（１）頻度順位－出現頻度グラフ
　このグラフは，授業逐語記録から切り出した
各語の出現頻度（一授業分）を求め，横軸に語
の頻度順位を，縦軸に語の頻度をとったもので
ある．この分布は，出現頻度の非常に少ない語
が種類の上では多くの割合を占めるため，右裾
の長い形状となる．

（２）マンデルブローの係数の推定
　（１）の分布は，出現頻度を出現順位の関数
とみなすとマンデルブローの法則の式で近似で
きる．最小自乗法でパラメータの値を求め，そ
れによって，授業の特徴をみる．

（３）エントロピー（平均情報量）
　語の相対出現頻度（＝語の出現頻度／全語
数）を頻度順位に対する確率関数とみなしてエ
ントロピー（平均情報量）求める．これは，授
業における語の使用のばらつきかた（集約的－
発散的）を示している．

（４）品詞別出現頻度グラフ
　単語の総頻度を各品詞ごとに集計し，これを
グラフ化する．グラフの形から，授業の認知的
－情意的傾向を把握できる．

表2 - 5 - 1　大谷・松原（1984）の手法
　　　　　　（筆者の要約による）

｜
｜　 大谷は,パーソナルコンピュータ上に逐語記録を対象とした複数の分析機能を
｜　統合した,授業分析支援システムを開発している(大谷1983,大谷・八田1987).
｜　このシステムに含まれる機能は,「発言者名による発言の検索」,「発言中に含
｜　まれる語による発言の検索」,「発言者ごとの,発言回数・総発言量(発言の文字
｜　数)・平均発言量(=総発言量/発言回数)のグラフ化」,「教師と子どもの1分間ご
｜　との発言量のグラフ化」,「任意の語の教師と子どもの1分間ごとの使用頻度」,
｜　「任意の語の教師と子どもの使用頻度と使用順序の集計」などである.このシス
｜　テムのグラフ化および集計機能を用いることによって,分析者は,「発言者ごと
｜　の特性の把握」,「授業の流れの把握」,「重要な概念の発見」ができる.さらに
｜　これを手がかりとして,検索機能を用いて,発言者や特定語による発言の検索が
｜　できる.このように,支援システムの対話的な利用によって,分析を進めることが
｜　可能である. 
｜　
｜　大谷 尚 (1983) パーソナルコンピュータによる授業記録分析システム. 日本科
｜　学教育学会年会論文集, 7: 81-82 
｜　大谷 尚・松原 伸一 (1984) 出現語の頻度分布にもとづく授業の特徴化につい
｜　て. 電子通信学会教育技術研究報告, ET-84-8: 1-6 
｜　大谷 尚・八田 昭平 (1987) コンピュータを用いた授業(逐語)記録の分析手法の
｜　研究. 日本教育工学雑誌, 11(2/3):117-131 
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　柴田好章. 「授業分析における量的手法と質的手法を統合に関する研究」, 風間
書房, 2002年.

○　逐語記録の特性を数値指標化、グラフ化
　・　大谷の授業分析システム
　　　　　大谷 尚・八田 昭平 (1987) コンピュータを用いた授業(逐語)記録の分析
　　　　　　　手法の研究. 日本教育工学雑誌, 11(2/3):117-131 
　　　　　大谷 尚 (1983) パーソナルコンピュータによる授業記録分析システム. 
　　　　　　　日本科学教育学会年会論文集, 7: 81-82 

　・　大谷・松原の語の集計、エントロピー
　　　　　大谷 尚・松原 伸一 (1984) 出現語の頻度分布にもとづく授業の特徴化
　　　　　　　について. 電子通信学会教育技術研究報告, ET-84-8: 1-6 

　・　前迫らのエントロピー
　　　　　前迫 孝憲・多胡 賢太郎・清水 康敬・坂本 昂 (1990) 授業分析における
　　　　　　　コンピュータ利用の検討. 日本教育工学雑誌, 14(2): 81-88

　・　松原の「構造化逐語記録作成法」
　　　　　松原 伸一 (1986) パーソナルコンピュータを用いた構造化授業逐語記録
　　　　　　　作成法の開発 -技術科の授業を対象として-. 長崎大学教育学部教科
　　　　　　　教育学研究報告, 9: 69-83

　・　中村らの発言表
　　　　　中村 亨 (1986) 発言表を使用する授業分析 -授業における子どもの相互
　　　　　　　関係にふれて-. 日本教育方法学 会紀要, 12: 111-118 
　　　　　田代 裕一 (1988) 発言表を使用する授業分析 -ワープロ処理による授業
　　　　　　　の内容的構造の追究. 日本教育 方法学会紀要, 14: 39-49 
　　　　　田上 哲 (1990) 授業の縦断的研究に関する一視点 -個人別発言表を使用
　　　　　　　した子どもの発言の追究-. 日 本教育方法学会紀要, 16: 107-116 

２　柴田による授業分析手法の開発

○　柴田の量的分析手法
　　　授業記録をコンピュータにかけてみる
　　　結果が、数値やグラフで表れる
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　　　それによって、特徴を顕在化する

○　研究の特色
　　　これまでの質的な授業分析の問題点
　　　　分析手法が未発達
　　　これまでの量的な分析の問題点
　　　　授業の内容を捨象した分析
　　→柴田の研究
　　　　授業の内容的な側面を捨象しない量的分析手法の開発

５．柴田による授業分析手法の開発（１／ １４ ）

分析の流れ
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５．柴田による授業分析手法の開発（２／ １４ ）

手法の特徴
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５．柴田による授業分析手法の開発（３／ １４ ）

逐語記録から語の抽出
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５．柴田による授業分析手法の開発（４／ １４ ）

累積相対度数グラフを用いた
語の出現パターン
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５．柴田による授業分析手法の開発（５／ １４ ）

授業全体にわたって出現する語
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５．柴田による授業分析手法の開発（６／ １４ ）

授業の一部に集中して出現する語
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５．柴田による授業分析手法の開発（７／ １４ ）

時間的に離れて出現する語
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５．柴田による授業分析手法の開発（８／ １４ ）

授業の分節構造モデル
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５．柴田による授業分析手法の開発（９／ １４ ）

分節化・構造化アルゴリズム
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５．柴田による授業分析手法の開発（１０／ １４ ）

分節ごとの発言語・発言者の特徴
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５．柴田による授業分析手法の開発（１１／ １４ ）

分節間の関連構造（詳細表示）
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５．柴田による授業分析手法の開発（１２／ １４ ）

分節間の関連構造（簡略表示）
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３　柴田の授業分析手法の特徴

○　質的な授業分析に量的手法を加えることの意義
　　　量的から質的へ
　　　　記録を分析する手がかり
　　　質的から量的へ
　　　　特徴を裏づけ
　　　授業分析の成果の蓄積へ向けて
　　　　数値指標，モデル

○　柴田の手法の背後
　　　論文としての記述
　　　　手法の開発→適用→授業の特徴
　　　研究活動の実際
　　　　授業の観察記録
　　　→面白さの発見

- 12 / 13 -

　　　→それを端的に表せる手法の考案
　　　→プログラミング（結構大変）
　　　→適用→うまくいくか、いかないか

　　つまり、手法の背後には、柴田の授業の見方が隠れている

○　語の出現
　　　どこで、どういう語が出るか？
　　　誰かの発言によって、授業が大きく方向を変える
　
○　授業展開と個性的な子どもの思考
　　　授業が子どもを変え、
　　　子どもが授業を変え、

○　語の新出・繰り返し
　　　だれが、授業の場にその語を持ち出したのか？
　　　子どものアイディア
　　　教師による言い換え

○　語と語の関係
　　　羅列　→　関係　→　論理
　　　　　日比裕の発言の５段階
　　　　　石原正敬の端的な表現

○　語のレベル
　　　具体的　ー　抽象的
　　　事例　　ー　概念
　　　自己関与大　　ー　　小

○　語の限界
　　　省略語
　　　　省略されていることが、逆に文脈を示す。
　　　　これは、限界とはいえない。
　　　　「だから」「しかし」などが省略されている場合は、
　　　　おぎなわなければならない
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　　　　より大きな問題として、ことばと思考
　　　　「ことばにならない」という発言

　　　　語でいいのか？
　　　　表層的な見方ではないのか？

　　　　　行間を読むのも、顕われた語を読むことによって可能になる。
　　　　　あるものにこだわりすぎるのではなく、あってもいいのにないのはなぜ

を考える


